





































































































































































































































































































































上BJ 久利 ･ 阿部鉄太郎
図13.茶話会でのワークショップ参加者との懇談
IV 成果と課題
陶芸ワークショップで今回目標とした事項は,前
述したように｢心豊かな生活を営むための活動支援｣
｢身体機能改善を目指すリハビリテーション支援｣
であった｡実際に陶芸ワークショップを行なってみ
て,参加者毎のニーズに合わせたフアンリテ-ショ
ンは,医療フアシリテ一夕-との協力のもと,可能
な限り取り組むことができたと思われる∪その実践
で得られた成果を計る基準は,陶芸作品のクオリテ
ィでも作品数でもなく,制作を通して得られた参加
者とのコミュニケーションの中にある｡
前章で採り上げた参加者の声はもちろん,本稿で
直接採り上げることのなかった参加者との数多くの
コミュニケーションの中に,｢陶芸｣という非日常
的な楽しみと驚きを伴うイベントに対し,主体的に
関わろうとする積極的な姿勢を感じた｡.それは参加
者のみの単独的な現象ではなく,ワークショ､ソプ運
営者の一方的な価値観の押し付けでもない‖フアシ
リテ一夕-を含むワークショップに関わった全員の
心情を豊かにする環境を共有できた喜びとして結実
したと理解される｡
しかしながら,この実践研究を通じて以下の課題
が残った｡
･ フアシリテ一夕-という基本姿勢を維持する必
要があるにもかかわらず,｢陶芸｣は物理的制
約に起因する制作ルールとテクニックを教授し
なければならない内容でもあるため,部分的に
ワークショップ参加者の主体性を奪ってしまう
場面を避けることが出来ない点
｢陶芸｣は陶土成形,素焼き,絵付け,施粕,
本焼きという工程をまとまった集団の同時活動
で行なう必要がある｡そのため,ワークショッ
プ-の主体的な参加意思を尊重するという基本
姿勢で運営していく際,各クールの初回ワーク
ショップに突発的な体調不良などの理由により
参加できなくなると,その方は当該クールにお
いて途中からの参加が困牲となる.〕それは日々
目まぐるしく移り変わる施設入居者の気分や心
情に即時対応することができないことを意味
し,参加希望者の主体的な活動意思を喪失させ
てしまう原因にもなる｡
･ 今回の陶芸ワークショップは,電気窯の容量と
いう物理的制約による少数定員制で施設入居者
のみを対象としたが,それ以外にも参加要望の
あったデイサービスの方に参加の機会を与えら
れなかった点
｢陶芸｣に対し上手く作れないかもしれないと
いう不安を抱く方に,その不安を払拭させるた
めの対話を広く用意できなかったため,ワーク
ショップに参加されなかった施設入居者の潜在
的欲求を覚醒させることが出来なかった点
以上の反省を踏まえ,今後のワークショ､ソプに改
善を加えるためのミーティングを施設の医療フアシ
リテ一夕-と行い,その取り組みを次回紀要におい
て報告したい｡
1 ここでいうフアシリテ一夕-は,個人あるいは
グループにおける学習活動を支援促進するリーダ
ーを意味する｡
2 南山大学人文学部心理人間学科監修,ナカニシ
ャ出版,2003
3 ホリスティック医学 ･医療では,｢自然治癒力｣
と l自己決定autonomy｣を尊重し,フアシリュ
ートします｡そこには,いのちみずからの癒す力
が, 一 一人ひとりに備わっているという生命観,自
然観があります (大塚,1997)｡医者,医療者も,
患者やその周りの人々も,その本人の自然治癒力
を高め,働きやすくするような,体内外環境や場
つくりをします｡患者の身心と心身から関わるの
です｡(フアシリテ一夕一 ･トレーニング,南山
大学人文学部心理人間学科監修,ナカニシャ出版,
2003,p.159,1.57-65からの抜粋)
4 陶芸は,陶上成形,素焼き,絵付け,施粕,本
焼きという工程を数日かけて辿るものであるた
め,それら一連の工程をここではクールと定め
たO
5 素焼きした陶土の粉末で,急乾燥による縮みや
焼成時の急熱急冷によるひび割れを防ぐため∴焼
成前の陶土に混ぜて使用される｡
6 均等な厚みに伸ばした陶土を,あらかじめ用意
された石膏型に押し付け成形する陶芸技法｡
7 南山大学人文学部心理人間学科監修,ナカニシ
ャ出版,2003,p.12-16
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陶芸制作を通した高齢者への造形活動支援
8 ここでは判子の原理で凸面あるいは凹面が陶t
に転写され装飾模様が施される技法のこと｡もと
に,各事業所-の適切な対応が必要であると思わ
れる｡
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